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第 在 昭 和 八 年 十 一 月 第 五 鼓

宣言及び祝蹄

（昭和8年10月19日本協合第1回大會に於ける）

宜 言

我力大和民族二典ヘラレタル他統的使命ハ国慌J精華ヲ褒拗シ以テ泄界J平和ヲ確保スル＝在リ。 而シテ之レガ遂行

ハ旺盛ナル國民精神1ヽ 充質セル紐惰力1、J涵養二侯タザ）レ可カラズ。経済力J充質ハ獨自的新興産業J褒逹＝負フ所極

メテ大ナリ。

抑モ電氣化躾が電氣卜化卑トノ相闘闘係ヲ究明ヽン之ガ原理ヲ攻究スルノ學問＝シ，テ之ガ應用企業化ス）レニ於テハ平時

ハ且l]チ電解力， 電熱力J利用ニヨリ國家産業上必須ナ）レ各種霊氣化躾製品ヲ供給シ國民経惰力J充質ヲ計リ ー 朝有事ニ

際シテハ航空兵器，化梨兵器， 潜水動力J作殷等J軍需産業ヲ分採シ用兵． 國防J::J重大ナル使命ヲ完フスルモノナリ。

之レニ依ツテ之レヲ観レバ電氣化誤工業J隆替ハ國家興殷J ー大素因ヲ為スモJナルガ故二技術者， 墨者及ヒ企業家

ハ勿論， 各脳係官術モ相共二共：連絡統制ヲJヽカリ奨二官民協カ一致之レガ進展J策ヲ講セザルベカラズ。 ．

本合ハ故＝第1回大會ヲ開クニ裳リ現下ノ世界J情勢卜遠大ナル帝國J使命トニ鑑ミ深ク斯界J特有性ヲ認識シ其J

獨自性ヲ猿揮シ盆々之レガ振作J方策ヲ講ジ以テ國蓮痰展J資二寄輿センコトヲ期ス。

右決議ス。

昭和8年10月·19日

電 氣 化 ・ 學協 會

祝 辟

電氣化根協會ノ第1回大會J開催七ラルヽ ニ賞リマシテ卿力平索ノ所懐J 一端ヲ陳プルノ機會ヲ得マシタコトハ私J

岐モ欣幸トスル所デアリマス。

娩近我國工業J痰逹ハ頗ル顕著デアリマシテ本邦J優良且ツ廉f巽J．商品ガ泄界市場J隅々＝迄普及シツ、 アリマスコ

トハ之ヲ如 ＇趾二物語）しモノデアリマ、ンテ定＝御同炭一堪ヘマセン。9

酬ツテ我ガ電氣化撃ゾ部門 ＇ 二於キマジテハ未ダ之等J工業二伍·シテ廣ク泄界二雄飛スルノ域二．逹シテ居1/マゼンガ之

ハ斯業二於キマシテハ最モ深遠ナル誤理J應用卜優秀ナル技術J練磨トガ其J成立J必須條件デアリマス闘係上欧米諸

國＝迎レテ工業界二進出シタ我國トシテハ亦已ムヲ得ナイ次第デ）’ ルト諧ハネバナリマセンo然シ乍ラ熙界及ビ試験研

究機闘J長年＝互ル努カハ今日ノ為替安二恵マレテ絃二共ノ質ヲ結ピ各種菫要ナル工業ハ， 例ヘバ硫安， 苛性曹逹， 晒

粉， 冶金， 軽金昴， 其J他J方面二向ツテ 一 時二急激ナル褻逹ヲ遂ゲ又ハ其J途上二在1/, 今ャ漸次輸入
＇

ヲ防退シ将米

大ィ＝仲展スルノ勢ヲ示シテ居｝しノデアリマス。 ．之等J工業ハ何レモ平時産業パ基礎タル工業デアリ戦時二於テハ國防
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182 (260) 宜 言 及 び 祝 僻 昭和8年11月

上ii決ッペカラザル資材ヲ提供スルモノデアリマシテ， 之唸工業ノ相次イデ本まII:=.確立シツ、アルコ＋ハ甚ダ縦ピニ堪ヘ

ナイ所デアリマス。

電氣化＇·際協會ハ本年7月呂サ界技術界及ビ事業界 ．J 椛威ヲ秘メ雑誌J刊行， 講演會ノ開催笥斯界J進歩＝寄典スルコト

ヲ目的トシテ設立セラレタモJデアリマス。而シテ本日共パお1 lul J大合ヲ開1枇セラレタコトハ全員ノ智識ヲ進メ且ツ

相互J親睦ヲ涸ル」こ二於テ絶大J妓果ヲ絲グルモノト存ゼラレマス。

私ハ此J機合二際シマシテ全員各位ガ今後益々斯界ノ岱協カヲ惜マルヽ．コトナク本邦産業J進展二大二京献セラレン

コトヲ衷心ヨリ祁望スル次第デアリマス。 ー・ 言以ツテ祝甜卜致シマス。

昭和8年lO月19日

商工大臣男爵 中 島 久萬吉

祝 辟

絃二電氣化狼協會第1回大會ノ開催二就イテ御祝群ヲ申上グルコトハ私J欣幸トスル所デアリマス。

本協會ガ創立セラレマシタノハ本年4月ノコトデ爾来僅カニ半歳餘二過ギマセンJ=拘ラズ早ク多数J正會員，維持

臼員ヲ包容スルニ至リマシタコトハ勿論裳事者諸君ノ御努カ二依ルモl I•信ジマスガ， 同時二又電氣化弗ソノモノガ如

何＝我國／産業上， 或ハ一般工業上二康要デアルカヲ想ハシム）し・モlデアルト考ヘマス。

申スマデモナク現代ハ電報ノ時代デアリマス， 一 切J文化力電氣lカヲ藉リテ向上褒展シテ居ルド言ッテモ差支ヘハ

アリマセヌ。勢ヒ電氣）應用原理及ピ其ノ範園ヲ研究スルコトハ， 一片文化l進歩完成ヲ期スル所以デナケレパナリマ

セヌ。殊二私ガ我國＝於テコノ稲ノ研究ヲ尊菫シタイJハ， 地理的二水力猿電ノ便利二駆マレテ居ル我國ガ， 他面二於

テ却ッテ河川流麓J愛動ガ多イ為メニ， 電力消我ノ調節ヲ必要トスル事情ガアルカラデアリマス。部チ天典l水カト，

ソレニ依ツテ得ルトコロノ電力J利用ヲドウ痰揮スルカ， ソレハー ニ電氣化駆工業J振興吋癸タナケレバナリマ七ヌ。

而シテ本協合）目的Jーモ亦， ソコニ在ルモJ卜諒解イタシマス。私ハ現二内外l情勢二鑑ミ， コl非常時二際シテ國

家l為メ＝諸君ノ協調努カヲ切望スルモノデアリマス。 一 言所感ヲ述ペテ， 祝辮トスル次第デアリマス。

昭和8年10月19日

遮信大臣 南 弘

祝 辟

本日絃二電氣化誤協會第1回大合J開催セラル、二裳リ ー言所懐ヲ辿プルノ概會ヲ得タルハ予J欣幸1、スIL所ナリ。

挽近我國工業ノ痰逹ハ電氣化誤二負フ所大ナルモノアリ。而カモ之力＇應用ハ獨リ工業方面二止マラズ國民文化二貢献

セル所鮮少ナラザルナリ。就中窒素工業， 冶金工業，化熙兵器呼各種J方面二互リ新生命ヲ拓カレントスルモノアルハ

我誤界）盛事ニシテ炭賀二堪ヘザルナリ。

醜テ我國電氣化樫工業ノ現朕ハ戟近其ノ褒逹観Iレベキモlアリト雖， 更二我國水力電氣J豊富且ツ低廉ナル供給可能

ナ）しl'侃情ハ躾界二於ケル之ガ研毀1、 相1癸ッテ ー 段ノ進歩猿逹ヲ為スベキ餘地勘カラザルモ．9アルヲ信ズ。
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各位ハー ／弁躾理ノ研銀卜之ガ應J:ll二努メ國家窟業ノ隆昌二寄典セラレムコ）、ヲ。 一 言以ツテ祝裔\" I、 ス。

昭和8年10月19「I

農林大臣 後 藤 文 夫

祝 僻

本日ヲ以テ電氣化r/;-\協合第1回大會ヲ聞11i！セラル誠二脱賀二堪ェズ。抑モ協會J目的9、 スル所ハ電氣化躯J躾理及ピ・

應用ヲ褒逹普及七・ンメ以ツテ閻蓮J隆I-�,ニ貢戯セン，、スルニ在リト貼ク。 慇フニ我國ハ工業原料必ズシモ充分ナリ1•言

フ可カラズ 然レドモ幸二豊富ナル水力賽脱J有ルアリ以ツテ之ヲ柚フヲ11•ベシ。此J資源ノ活用二櫛l．ンテハ電氣化象

工業J痰展二 1癸タザJレ可カラズ。然モ霊氣化昂！工業ハ近代兵器二封 ・ン共J原料製造工業トシテ國防上重要ナ）L地位ヲ占

ム3 是レ特二此非常fl―.1巨際、ン吾人ガ電氣化烈協會二1厖望スル所甚大ナル所以ナリ。

希クハ謡君ハ使命J重大ナル＝鑑ミ協カ 一致朔紺）努カョク本来ノ目的ヲ逹成セラレンコトヲ。以ツテ祝癖トナス。

昭和8年10月19日

陸軍大臣 荒 木 貞 夫

祝 僻

，
 ・ヽ

本日鼓二電氣化弗協會第1回大會ヲ欅行セラル、 ＝裳リ ー言所懐ヲ述プルハ洵＝欣幸トスル所ナリ。

現下我力秘l l梢勢ハ産業立國l國是ヲ確立スルノ要切ナルモJアルニ際シ， 過般飽氣化卑几裂理ヲ研究 ヽン之レガ應用

l褒逹普及ヲ岡リ以ツテ國運．／進展二衰セントスルノ！l的ヲ以ツテ紺氣化卑協會ノ創立ヲ見タリ。·‘Jレガ今ャ其J會基

全ク確立シ會勢漸ク隆昌ヲ加へ故＝第1回大會ヲ開111!-t:ラルヽ ＝至レルハ邦家J為洵二炭質二堪エザル所ナリ。

惟フニ我國ハ工業原料二於テ必ズシモ充分ナラズト雖モ幸＝豊富ナル水力資源Jアルアリ·, 而シテ之ガ活用ハ ーニ電

氣化卑工業l痰逹二1癸タザルベカラズ， 殊二近時科卑ノ進歩痰逹急激ナルニ伴ヒ艦船， 兵器鎚＝其．） 原料J製造工業力’

需氣化卑工業二負フ所極メテ大ニシテ本工業ガ我力同防」：将米盆々覧要ナル地位ヲ占J.、ルコト明ナリ。 目下時局愈多難

ナルニ際シ本協會二岱望ス）l所特．＝ 大ナルモノア）しヲ覺ユ。靱クハ本協臼ハ共ノ使命ノ煎大ナルニ鑑ミ盆々協カ一致恋

励努力以ツテ其J本来J目的逹成二邁進・t:ラレン事ヲ。 一 言以ッテ祝甜トス。

昭和8年10月19日

海軍大臣 大 角 年 生

祝 僻

惟フニ娩近電氣／進歩特二著・ンク科熙＝工業＝其／闘係スルI·コロ極メ・テ密接甚大ニシテ， 正＝現代文化／淵加タル

J感アリ帥チ電氣化躾ハ今ャ科駆全般二亘ル直要ナル某礎トナレルJ観アルト共二， 之ガ應用ノ範固＝至リテハ頗l叶衡

�
·
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19 及 び 祝 僻 昭和8年ll月

汎ニシテ蚊近J化限工業ニシテ其JプJ二1癸タザルモノ極メテ勘Iニノ情勢二在リ。 今ヤ我邦ハ内外共二多事ヲ極メ未合布

ノ難局二直而ス。 國民タルモノ正二上下心ヲ ー ニシテ大二殖森興業バ団ヲ上ゲ， 以ツテ國家経涜J允行ヲ闘リ國運Jイ111

展ニカムベキノ秋＝鴬リ紺氣化�J限術的研究ヲ進メ， 之ガ應用共J宜 ヽンキヲ得テ我邦製造工業ノ能率ヲ培進ヽン新在業

ノ開拓＝カムル ハ 刻下喫緊J要務タラズン バ アラズ。 今次露氣化烈協令）創設セラレタル、意義正二絃＝在Jレベク其ノ近

任ノ至大ナル亦以ツテ知ルベキナリ。 本日本協合第1阿大合ノ開f/1！セラル、 二際シ余ハ泄異布敗ノ水力國タル我邦ガ将

来雷氣化際J熙術的研究並二其J應[11エ哭ノ J-．二如何ナル進展ヲ示スカニ非常ナル典味ヲ感ズルト共二期待スルトコロ

亦極メテ大ナリ。 認ク ハ 本協令ガ共J問二虚シ適切ナル指導ノ下二箸々1、 シテ斯界ノ降興ヲ踪リ族術振躾森業報國J町

績ヲ牧メラレムコトヲ。期］力所感ヲ述ベテ以ツテ祝僻1、 ナス。

昭和8年10月19日

文部大臣 鳩 山 一 郎

祝 辟

學術ガ進歩預逹スル＝従ツテ多数J専門的小部門＝岐レ， 其J小部門ガ更＝幾多バ瓦割ヲ生ジテ研究J範園ガ盆々局

限セラル、 ＝至ルコトハ自然J趨勢デアリ， 又今日J匹欣デアリマス。 而モ， 斯クシテ局限セラレタル小範固二於テ専

門翠者ガ純躯理的問四ヲ深ク攻究スルコト＝依ツテ烈術ハ愈々進歩褒逹ヲ遂グル繹デアリマスカ·, 之卜同時二問迎二依

ッチハ箪ニー 専門J見地Jミヨリシテハ容易二之ガ解決ヲ得Jレコト能 ハ ザル場合ガ多々アルコトハ 忘ルベカラザル瑯肛

デアリマス。

工業吋絹ス）レ問願＝至リマシテハ箪二専門若ク ハ 躾理専門l立場ヨリ之ガ解決ヲ求メントスルモ能 ハ ザ）レコトガ殆ン

ド一般的デアリマシテ， 新ニ ーノ工業ヲ輿サントス）レ褐合ハ勿論， 既成工業ノ工程二改良ヲ加ヘテ， 生産祉ヲ増シ或 ハ

生庄費ヲ減ジ或ハ又製品l質ヲ良クセントスル如キ場合デアリマシテモ應用専門J見地Jミヨリシテ ハ 殆ド手ノ下シ様

ガナク， 必要條件トシテ先以ツテ純睾理的見地ヨリ問題ノ根底ヲ十分二研究セネバナラヌコト ハ 申スマデモナイ所デア

リマス。帥チ工業ハ誤理ノ研究卜之ガ成果八應用1、二依ツテ初メテ登逹ス）レモノデアリマスガ故二， 其J寝逹ヲ期スル

ニハ躾理， 應用雨方面ノ研究＝堪能ナル思者ヲ必要l、スル繹デアリマス。 少ナクトモ此J附方面二於ケル専門家J協力

一致ヲ以ツテスルニ非ザレバ工業ノ褻逹ハ容易二之ヲ期スルコト能ハザル所ノモノデアリマス。

雷氣化梨工業ハ水カノ豊宮ナル我國二在リマシテハ蚊モ有望ナル工業ノ ー ニ敷フペキデアリマシテ， 箪二此J黙ヨリ

考フルモ電氣化界協舎J設立ハ韮大ナル惹義ヲ布スルモノデアリマス。 而モ本合ハ躾理方面ノ専門家應用方而i J加＂隊

尚ホ共l上二工業界J先畳者ヲ共J合且中二網羅・ン， 此ノ三方而l有カナル協力機闘トシテ大二活動セラル 、 コトト考

ヘマスガ故二， 本會設立ノ慈義ハ更ニ ー 屈ノ韮大性ヲ加フルモノト云フペキデアリマシテ， 私ハ本日J第1阿大合聞佃

ノ機會ヲ利用シテ絃二本會二劉シ滴腔ノ敬意卜祝意トヲ表シ， 併セテ我國霊氣化段工業J褒逹二大ナル貢献アラン コ ト

ヲ祈ツテ止マザルモノデアリマス。

昭和8年10月19日

帝國學士院長學術研究會議會長 櫻 井 錠　二

.
‘
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祝 辟

本日霜氣化誤協令ノ第1回大合ヲ御開キニナリマスノデ御招待ヲ受ケ ー片ノ祝群ヲ申述ペル機舎ヲ符マシタ事ハ私J

此€光榮トスル所デアリマス， 私ハ，l『通J祝甜二代ヘテ少シ古イ御話ヲ致シテ諸府J御参考二供シ度イト恩ヒマスc 今

ヲ距ルコト約40年／前明治25, 6年頃東京職工限校ヨリ萩イテ東京工業序校ノ染色科長ヲ勤メテ居リマス時手島校長

ョl) )f.t問ヲ受ケタ事ガアリマスガ， 共ノ要領ハ「近国大男！共ノ他二於テ霞氣化限ノ研究ヲャッテ居ル様ダカ此／限科ハ

将来褒逹シテ我國J工業ニナル見込ガアルダラウカ」 卜青フコトガアリマシタ。私ハ此ノ質問二劉寸シテ「今ハ霊氣化朕

ト言フ限科ハ幼稚デアルケレドモ将来ハ必．ズ 褒逹、ンテ工業ニモ應JI]サレルデアラウ， 殊＝我國ノ如キ虚氣カノ豊富ナル

國デハ盆々翫氣化限工業ノ起Jレコlヅヽ必然デアラウ」 卜言フ慈味ヲ述ベマシタラ， 手島校長ハ「果シテサウナラパ賞校

ニ於テモ虚氣科�二軍氣化界分科ヲ脱イテ生徒ヲ蓑成シテ見ヤr1 ：卜言ハレ愈々之ヲ在施スルコトニナリマシタo始メハ入

烈ノ希望者モ少ク明治32年二漸ク5人ノ卒業生ヲ出シタ位デアツタガ年ヲ経Jレニ従ヒ漸次増加シテ， 最近昭和6年

ニ至ッテハ東京工業大弗附島工熙専門部二於テ19名J電氣化界卒業生ヲ出シ又共ノ大躾部＝於テモ昭和7年ニハ始メ

テ10名J同科卒業生ヲ出スニ至リマシタo 此ノ成私＇t=依ツテ見テモ我國J電氣化段工業ガ愈々痰逹シテ同科卒業生ノ

需要ガ培加シテ来タコトガ解lレノデアリマス。扱醜ッテ朕校自身ノ進歩褒展二就テ記憶二残ルトコロヲ述ペテ見マセウ。

現今／東京工業大根J前身タル， 東京職工梨校ハ明治14年私力英國へ留躾中二設立サレタモノデ淡草蔽前へ敷地ヲ設

ケ機械及ビ化界い二部ヲ置キ， T F.木退蔵氏力校長二任ゼラレ谷口直貞氏ガ機械部長二平賀義美氏ガ化熙部長トナラレテ

熱心授業＝従事サレマシク。 抑モ此／限校刃設ヽ．I:シタ目的ハ従来J丁稚奉公J代リニ界佼数育二依ツテ速カニ多数ノ工

手ヲ蓑成スル趣旨デアリマシタカ． ． 共ノ入弗者ハ職工f弟ョリモ5餐口索人筋ノ者が多ク結局睾校ノ目的＝副ハナクナリ

マシタノデ一時之ヲ東京大躾ノ附局卜腐シ更二規則ヲ改メテ東京工業界校卜改稲シ手島精ー氏ヲ校長二任ジテ一般工業

J技術芥ヲ蓑成スル所l、ナシ漸次二熙科目ヲ埒加シテ只秤Ili]校／登展二努メマシタ。 共J結果幸二好成糾ヲ琺ゲテ終

ニ東京高等工業烈校卜改稲シ盆々限業ノ進歩フ認ム）レニ至リマシタカ', 時勢J進蓮二｛半ヒ界生及ピ卒業生／姻閤ョリ昇

格問狐ガ採·頭シテ之ヲ銀撫スル偽二吉武校長ヲ始メ， 尚議員謡氏が苦心一方ナラヌモノガアリマシタガ我々ガ希望シマ

シク様二東京工業大秤しが設四セラレテ恩出多キ蔵前ノ敷地ヨリ日黒瞑大岡山二移轄スルコト、ナリ， 故二宏牡ナル校令

ガ建楽•サレテ盆々各限科J繁盛ヲ米スコトニナツタノデアリマス。 本大弗ノ秤吐とニハ雷氣工烈／専門家夕JしJ：：際博士中

村幸之助村力慮；ッテ電銀
―
l
―
．環科数授ヲ兼任サレ又霊氣化躾科／数投ニハ理朕博士加藤輿五郎府ガ推選サレ， 共J他ノ段

科二於テモ犬々博識有能ナ琺井諸士力数授ヲ採任サレ何レモ杵シキ進歩ヲぷシマシタ。 殊二加藤縛士ハ今回卒先シテ電

氣化租協合J設立弓誠痒サレ， nラ令長J任二就カレ本日玄K二第11111 J大合ヲ御開催＝ナッタコトハ此／40年間二於

ケル事業限術共＝ ；やシキ進歩褒逹ヲ岱ヽンタ詑左卜、ンテ誠二総賀＝堪ヘマセン 。 私ハ幸二餘命ヲ繁イデ本 n ;盛大ナル祝

賀會ニタ•IJス）レヲ柑マシタノハ欣喜此J上モ無イコ1、二1i・ジマス。 蚊後＝脈·来誼れノ御盗カ二依ツテ本協合ノ盆々盛大ナ

ランコトヲ切望シ且ツ諸財ノ御健康ヲi訴ツテ私J祝紺;;=.代ヘマス 。

阿1禾118勾F 10月19日

工學博士 高 松 翌 吉





































































第 ー 回 大 會 次 第

第1日 10月19日 （木曜日）
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會自
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拶
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宜言及決議

午後3時
午後4時

會 長

商 工 大 臣
混林 大 臣
海 軍 大 臣
帝國根士院長

副 會 長

講演會 「i 午後·1時
至 午後5時30分

我國マグネシウム工業の現況·・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．，．．．．．．．．．． ．． ．．． 理化胚研究所

湮業界より見たる露氣化楳工業······"··"·"·"····"·"·········"''''"''"""'"' 三） r鍍山株式會社

晩餐會 n
至

午後6時
午後8時

第2日 IO月2 0日

報文登表會乱
（詳細次頁）

講演會 H
至

I• 

2. 

金銀の糀製

於帯國鐵道協會

於東京會館

（金曜日）
午前8時30分
午前10時30分

文
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五

総
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井

藤

島

加

中
後
大
櫻
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於帯國鐵道協會

郎氏

吉氏
夫氏
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祁氏

遁
陸
文
エ

信
軍
部
租

午前］0時30分
午誦11時30分
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大
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幣

臣
臣
臣
士

局
ムライト露鉛工党の宜i乍業に就て• •..........................�.................... .. 

（詳細次次頁）
金澤高等工業挫校

宵
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山

JII 

小JII
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松
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河
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若
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治

貞
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正

久

郎氏

等氏

郎氏

弘氏
夫氏
郎氏
吉氏

敏氏

哀氏

本
治氏

貨氏

芝浦製作所見學 一
昭和肥料川崎工場休憩

自
至

午後1時
午後：時�o分 省線銃見繹 午後名時30分集合， 薬合自勁車

日
至

午後3時
午後4時

京濱運河並横濱港覗察 自
至

午後4時
午後5時

工場正門前集合 午後3時， 横山工場長ば限貨， 午後4時同上褐埠頭

より棺祖市ランチに使栞

横沢港棧柄上陸

横濱市長招待會
晩餐及餘興

第3日

自 午後5時30分

IO月21日
横須賀軍港見學

困咄 食 （月J，なあり）

（土曜日）

於ホテルニューグランド

横浪賀繹前集合

航径母濫「赤城」見私

散

午前9時，

自午後劣時30分，

航空隊見租 I'1午前9時45分

戦艦一 比根見租 自午後1時姉分 工版見保 自午後3時

解



第一 回 大 會に 於け る學術講演要旨

10月20日 自午前 8時半
至午前11時半 於希國鐵道協會

g午前

1. オゾンの水並に敦種の溶媒に封する溶解度

横預高等工業租校電氣化挫数室 河 村 文 ー 氏 8.3(l 

無機及び有機化合物に封するオソ
・

ソの酸化作用を研究するに営り， 先づ各種化合物の水溶液並に溶媒に封する

オソ・ ンの溶解度を測定せるに2, 3興味ある結果を得たり。依つてこれを報告せむ。

2. 燐酸アルミニウムよリ墜化燐及び膿化アルミニウムの製造

東京工業大租電氣化挫数室 加巌輿五郎氏， 膝野 茂氏 8.36 

燐敢アルミニウムは尚利用の途が充分でないo父甕化燐及び密化アルミニウムは有機物合成又は石油クラッキ

ンク等に應用が服がらんとする。講者は燐酸アルミニウムに炭素の存在にて甕素を通じて上の雨堕化物の製せら
れることを見出した。依りて之に就て述べんとする。

3. 亜鈴鍍金液の均ー電着性に就て

柑讃高等工業岨校電氣化租数室 中 島 正 己氏 8.42 

鐵器表面に亜鉛鍍を行ひ， 其の耐蝕性を増加せしむることは， 最も通俗的のことであり， 従つて研究報告も多
いo然しながら其の均ー電荒性を基礎的に研究したものほ餘りない様である。

購者は此の亜鉛鍍金液の均ー電済性の基礎的研究を行ひ， 以つて均ー電済性の改良に在せんとした。本報告
は純硫酸亜鉛液の2, 3規定度に於けるpH値と電流密度とが厖流密度一霞黙曲線と， 霞流放率， 霊祁度及び均

一霊貯性に及1ます影習に就て研究したものである。

4． 高電流密度の電氣銅製錬に開する研究

東京帝國大樫工岨部冶金尿数室 平就 敬之助氏 8.50 

電氣牧銅に於ける密晶限界屯黙の測定により良好なる析出を得る範閑内に於て極度に上外し得る電流密度を求

め， 浪銅液酸素自然梱拌による高雷流密度の電解に封し更に少祉の餅滋第二鐵及び硝駿等を利用して極く高き電

洗密度を得る電解結果に腿して宜験例を示し， 尚この場合の折出銅の表面糾殺に及1ます上記添加物其の他の影醤

を示さんとするものである。

5. 獨逸に於ける最近の電氣化學及び其の應用

疇高等工業挫枚電氣化松数室 アルフレッド・レーゲンスプルゲル氏 9.05 

獨逸に於いては電氣化根工業はB毎に進歩浚逹して居る。 アルカリ斑紺解の水銀法，強籾耐腐蝕轄合金の製造，
アルミニウムの宙解精製， ベリリウムの製迭等其の例である。叉アルカリ金局ほランフ｀用， 光電池用として股＜
用ひられて居る。

無認放雷化径も又興味ある問賄である。例へは・メクンよりアセチレン， アムモニアよりヒドラヂ巧或は活性

水素甕素の製造の如き之れである。

融間的には透電恒敷並に之が双極子能串活性度， イオン設等との闘係に就いて研究が進められて居る。

質 問 休 憩 (9.15~9.25) 



6． 鉛蓄電池の自己放電防止法

東京工業大租電氣化恩数室 加藤典五郎氏， 高瀕理三郎氏 9.25 

充可した鉛裕紺池の自己放紺ほ電氣の阻失と共に著しく瓦斯の登生を伴ふo講者は新鉛合金ゲリッドを用ひて
自己放電の殆んと全く防がれることを認めた。依つて之に就きて設明せんとする。

7. 瀑硫酸中に於ける珪素鍍の陽極作用並びに同極分極後の自己放電曲線に就て

早熙田大限應用化底科 富 井 六 造氏 9.35 

惑者は珪索鐵の沢硫鞍中に於げる陽極としての作用を知らんが器どノに電浣及ひ電咽の時間的棧化を椀し， 更に
一度同極を分極としめたる後阿格を開きて1 ・れ」放’国を行はしめ， その雷極屯黙を時間的に追跡し， 得たる放紺曲
線を代表すぺき店験式を求め・ 其の式に甚きて放孟中の愛化を考栄し，弓lいて珪索鐵の陽極としての曲作を推窮
せんとす。

8. 電極電位の理論的算出

東京帝國大挫エ樫部 牧 島 象 二氏 9.50 

水溶液中の金局の電位を理論的に箕出せんが為に， 1 つのサイクJL を餃想し， 金麗の蒸登潜熱， 金属原子の
電離紐位， イオンの加水熱などより， 求むる箪極宙位の絶封値を算出したる試みを述べんとす。

9． 酸化マグネシウムの分解電歴

東北帝國大径工挫部化秩工挫科 伏屋義一郎氏， 佐々木熊三氏 10.00 

MgOの電解によるMg製造の研究に究するため， 其の分解電黙を求めた。先づMgOが lヽgとo,とに分解
する際の遊離ェネルギーの愛化を， 既知の26°Cの熱含祉の愛化， 25°cのエソトロビ←及び比熱より計箕し， そ
れより蚊小勾黙を計箕したo然るに生ずるりは陽極炭素と化合して， CO とCO2とになるから， 瑕りに雨ガ
スがc+cO, = :lCO の千衡割合に生ずるものとして，その際の遊離エネルキニーの愛化をも加箕し， MgOとCと
よりMgとCOとCO2とを型ずる際の最小電座を計箕した。

10. 有機化合物の電解還元堅研究（第 19 報）限界電流に就て

京都帝図大挫晨挫部 志方益三氏， 舘 勇氏 10.12 

水銀滴下陰極及びポーラログラフを用ひて多敷のイi機化合物に就ぎ， 遠元咽研究を行つた結果， 其等の電解電
流霊枢!ill線郎ちボーラログラムは被還元性化合物の濃度減少に伴ひ， 所謂限界紺流（又は飽和電流． 搬散雷流と
も云ふ）を形成す。此等の限界園流は化合物の種薙に依つて， 其の強さを屎にす。私共は種々の化合物の限界電
流に就き比較考察をなし， 併せて限界電流の微祉分祈への應用について述べようと思ふ。

質 問 休 憩 (10.2,5~10.30) 

綜 合 講 演 1 金銀の精製

造幣局 小松原 久 治氏 10.30 

徳川時代に於ける金銀精製法， 明冶以後の金銀精製法の斐遷我邦今日の金銀梢製工業の概況， 金霞解に於け
る2, 3の特災勘等に就て講油。

綜 合 講 演 2 ムライト電躊工業の賓作用に就て
金澤高等工業挫校應用化保科 中 本 宜氏 11.oo 

本邦に於けるムライト電鉗工業， 原料， 設備及び作業方法， 製品電力膝係， 本工業の腔来等に就て講演。

以 上
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